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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

高 橋 真 樹 さ ん
い 、 憲 法 で 戦 争 を 放 棄し 、 戦 力 を 持 た な い こ とを 宣 言 し た 。 ま た 、 国 連憲 章 に お い て も 、 戦 争 は原 則 と し て 違 法 と さ れ てい る 。 と こ ろ が 、 い ま だに 戦 争 は 無 く な ら ず 、 日々 多 く の 市 民 の 死 傷 者 が出 て い る 。 イ ス ラ エ ル のパ レ ス チ ナ 自 治 区 ガ ザ 地区 へ の 攻 撃 は 現 在 も 続 いて お り 、 多 数 の 子 ど も た

（ 山 口 市 黄 金 町 ２ ） だが 、 Ｚ ｏ ｏ ｍ で の オ ン ライ ン 聴 講 も 可 能 だ 。 主 催は 県 弁 護 士 会 。　 「 日 本 は 、 先 の 戦 争 の反 省 か ら 『 二 度 と 戦 争 をし な い 国 に な る 』 と 誓　
山 口 の 夏 祭 り の 最 後 を

飾 る 「 も り さ ま 祭 」 が 、６ 日  （ 土 ）  に 長 寿 寺 （ 山 口市 本 町 １ ） 境 内 を 中 心 に開 か れ る 。 主 催 は 、 荒 高自 治 会 な ど で つ く る 同 実行 委 員 会 。　 「 も り さ ま 」 と は 、 かつ て 同 地 に あ っ た 荒 高 神社 の 通 称 で 、 祭 神 は 学 問の 神 様 ・ 菅 原 道 真 公 。 現在 は 、 今 八 幡 宮 （ 同 市 八幡 馬 場 ） 境 内 に あ る 八 柱神 社 に 合

ご う

祀
し

さ れ て い る 。

大 内 氏 の 時 代 、 後 河 原 や堂 の 前 な ど 広 範 囲 で 大 火

が あ っ た 時 、  「 天 神 様 が森 か ら 白 馬 に 乗 っ て 『 火の 用 心 せ よ 』 と 触 れ 回 った お か げ で 荒 高 が 火 難 を逃 れ た 」 と い う 言 い 伝 えが 残 っ て お り 、 火 難 よ けの 神 様 と し て の 信 仰 も 厚い と い う 。　
境 内 で の お 祭 り は 、 午

後 ６ 時 か ら ９ 時 ま で 。 ステ ー ジ で は 、 陸 上 自 衛 隊山 口 駐 屯 地 音 楽 隊 が ５ 年ぶ り に 演 奏 。 県 立 大 生 によ る エ ン タ ー テ イ ン メ ント シ ョ ー 、 同 寺 の あ る 白石 地 域 在 住 高 校 生 コ ン ビ

に よ る お 笑 い ラ イ ブ な どが 繰 り 広 げ ら れ る 。 また 、 か き 氷 、 か ら 揚 げ 、フ ラ ン ク フ ル ト 、 生 ビ ール な ど を 販 売 す る 町 内 有志 に よ る 手 作 り 夜 店 や バザ ー が 並 び 、 子 ど も た ちが 輪 投 げ や ス ー パ ー ボ ール す く い な ど の 「 遊 び 」を 満 喫 で き る 「 こ ど も ワン ダ ー ラ ン ド 」 も 登 場 する 。 自 転 車 や お こ め 券 、ビ ー ル な ど が 当 た る 「 大福 引 コ ー ナ ー 」 も 設 け られ る 。

　
シ ン ポ

ジ ウ ム「 私 た ちの 選 択 〜パ レ ス チナ 問 題 から 考 える 」 が 、
1 6

日        

（ 火 ）  午 後５ 時 か ら７ 時 ま で開 か れる 。 会 場は 県 弁 護士 会 館

ち の 命 が 奪 わ れ て い る 」と 主 催 者 。 こ の シ ン ポ ジウ ム は 「 平 和 主 義 に 立 脚し た 日 本 国 憲 法 の 下 で 、軍 事 的 抑 止 力 と は 異 な る憲 法 理 念 に か な っ た 方 策に つ い て 、 パ レ ス チ ナ 問題 を 通 じ て 考 え る 」 の を目 的 と し て い る 。　
講 師 は 、 ノ ン フ ィ ク シ

ョ ン ラ イ タ ー の 高 橋 真 樹さ ん が 務 め る 。 高 橋 さ んは 、 １ ９ ７ ３ 年 東 京 都 生ま れ 。 国 際 Ｎ Ｇ Ｏ ピ ー スボ ー ト の ス タ ッ フ と し て世 界 約

7 0カ 国 を 訪 れ 、 ２

０ １ ０ 年 に フ リ ー ジ ャ ーナ リ ス ト と し て 独 立 。 パレ ス チ ナ に は 、 １ ９ ９ ７年 に ガ ザ を 訪 れ て 以 来 たび た び 訪 問 。 著 書 に 、 第８ 回 平 和 ・ 協 同 ジ ャ ー ナリ ス ト 基 金 奨 励 賞 を 受 けた
「 イ ス ラ エ ル ・ パ レ ス

チ ナ 平 和 へ の 架 け 橋 」（ 高 文 研 ）  、  「 ぼ く の 村 は壁 に 囲 ま れ た

－
パ レ ス チ

ナ に 生 き る 子 ど も た ち 」

県 弁 護 士 会 が シ ン ポ ジ ウ ム

パ レ ス チ ナ 問 題 を 通 じ て 憲 法 を 考 え る
1 6 日

（ 現 代 書 簡 ）  、  「 も し も 君の 町 が ガ ザ だ っ た ら 」（ ポ プ ラ 社 ） な ど 。　
聴 講 は 無 料 だ が 、 事 前

申 し 込 み が 必 要 だ 。 希 望者 は 、 応 募 フ ォ ー ム （ 二次 元 コ ー ド か ら ） で 申 し込 む 。 問 い 合 わ せ は 、 県弁 護 士 会 下 関 地 区 会 （

☎

０ ８ ３

－

２ ３ ２

－

０ ４ ０

６ ） へ 。　
主 催 者 は 「 パ レ ス チ

ナ ・ ガ ザ 地 区 で は 、 病 院が 攻 撃 さ れ る な ど 、 死 亡者 は ６ 万 １ ０ ０ ０ 人 を 超え る と 言 わ れ て い る 。 現地 に 足 を 運 ん で い る 高 橋さ ん か ら 、 現 状 を 聞 く こと の で き る 貴 重 な 機 会 なの で 、 ぜ ひ 参 加 を 」 と 呼

応  募  フ ォ ー  ム

び 掛 け てい る 。

ス  テ ー ジ 、  夜 店 、  縁 日 な ど

長 寿 寺 境 内 で  「 も り さ ま 祭 」６ 日
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赤 﨑

　
英 里

地 学 担 当 学 芸 員
す 。 空 気 中 や 土 中 の 二 酸 化炭 素 が 雨 水 や 地 下 水 に 溶 け込 む と 少 し 酸 性 に な り 、 炭酸 カ ル シ ウ ム を 溶 か し ます 。 こ の 作 用 で 空 洞 が で きま す 。 逆 に 、 炭 酸 カ ル シ ウム が 溶 け た 水 溶 液 か ら 水 や二 酸 化 炭 素 が 蒸 発 す る と 、

　
今 夏 も 大 変 暑 い 日 が 続 い

て い ま す ね 。 こ ん な と き は鍾 乳 洞 が お ス ス メ で す 。 美祢 市 に は 日 本 最 大 級 の カ ルス ト 台 地 「 秋 吉 台 」 が あ りま す 。 こ の 地 下 に は あ ち こち に 空 間 が 広 が っ て お り 、秋 芳 洞 な ど 観 光 で 活 用 さ れて い る も の も あ り ま す 。　
秋 吉 台 は 石 灰 岩 で で き て

い ま す 。 主 な 成 分 は 炭 酸 カル ウ シ ム で 、 酸 性 の 物 質 に溶 け る と い う 性 質 が あ り ま 涼 を 求 め て 鍾 乳 洞  へ
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再 び 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 現 れま す 。 こ れ が 鍾 乳 石 で す 。　
洞 内 の 温 度 は 一 年 を 通 じ

て

1 7℃ く ら い な の で 、 夏 は

と て も 涼 し い で す 。 寒 く 感じ る か も し れ な い の で 、 寒が り の 方 は 上 着 が あ っ た 方が よ い で し ょ う 。 ま た 、 眼鏡 を か け て い る 方 は 鍾 乳 洞か ら 出 る と 一 気 に く も る ので ご 注 意 を 。県 立 山 口 博 物 館

秋 芳 洞 の 洞 内

 １ 行 記 事　 ８ 月 に 沖 縄 県 で あ っ た 全 国 中 学 校 体 育 大 会 の 陸 上 男 子 １ ０ ０ ㍍ で 、 大 内 中 ３ 年 の 柏 田 琉 依 選 手 （ 山 口 Ｆ Ｓ Ｌ ） が 優 勝 。 き ょ う 、 伊 藤 和 貴 山 口 市 長 に 優 勝 報 告 。

2 1 0 1

コ
ー
プ や ま ぐ ち

×
レ  ノ フ  ァ  山 口 Ｆ  Ｃ

冠 マ  ッ  チ が 開 催 さ れ ま し た ！

　
レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ の オ フ ィ シ ャ ル パ ー

ト ナ ー で あ る 、 生 活 協 同 組 合 コ ー プ や まぐ ち が 協 賛 す る 「 コ ー プ や ま ぐ ち 冠 マ ッチ 」 が ８ 月

1 6日 、 維 新 み ら い ふ ス タ ジ ア

ム （ 山 口 市 ）

　
に て 開 催 さ れ ま し た 。 レ ノ

フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ が べ ガ ル タ 仙 台 と 対 戦 し た公 式 戦 。 当 日 は コ ー プ や ま ぐ ち の 特 設 コー ナ ー を 設 置 し 、 お 子 さ ま 向 け の 楽 し い企 画 や 国 際 協 同 組 合 年 に 関 す る 展 示 を 行い ま し た 。　
開 会 式 で は 、 コ ー プ や ま ぐ ち 理 事 長 山

崎 和 博 よ り ご 挨 拶 を さ せ て い た だ き 、 マス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー 〝 こ こ 〞 に よ る キッ ク イ ン が 行 わ れ ま し た 。　
選 手 と 一 緒 に 入 場 す る エ ス コ ー ト キ ッ

ズ は 、 コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 の お 子 さ まが 務 め ま し た 。　
ハ ー フ タ イ ム シ ョ ー で は 、 冠 マ ッ チ の

特 別 企 画 「 メ ッ セ ― 字 コ ン テ ス ト 」 で 応募 が あ っ た 作 品 の 優 秀 作 品 を ご 紹 介 。 現在 コ ー プ や ま ぐ ち で 実 施 し て い る 「 メ ッセ ― 字 コ ン テ ス ト 」 の ア ド バ イ ザ ー で もあ る フ リ ー ア ナ ウ ン サ ー 大 谷 泰 彦 （ ヤ スベ ェ ） 様 に も ご 出 演 い た だ き 、 レ ノ フ ァ山 口 Ｆ Ｃ 部 門 と 、 フ ァ ン サ ポ ー タ ー 部 門か ら 優 勝 が 決 ま り ま し た 。　
今 後 も 、 コ ー プ や ま ぐ ち は レ ノ フ ァ 山

口 Ｆ Ｃ を 応 援 し て い き ま す 。

強 化 部 ス カ ウ ト 兼 ア シ ス タ ン ト コ ー チ

　
佐 藤 謙 介

 さ ん

み ら ス タ ↓ 未 来 星

（ み ら （ い ） ス タ ー ）

（ ス カ ウ ト と し て 、 新 た な ス タ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 を 発 掘 し ま す ！ ）

二 分 乃 一 回 猛 士

 

さ ん

起 死 回 生 ↓

起 志 快 晴

（ 困 難 に あ っ て も 志 を 立 て れ ば 、 心 は 晴 れ 、 視 界 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

明 る く 開 け て い く と い う 思 い を 込 め た 言 葉 ）

コ ロ ン の 父 さ ん

 

さ ん

軌 跡 ↓

奇 跡

（ 軌 跡 は 過 去 の こ と で 変 え よ う が な い が 、 奇 跡 は 起 こ せ る 。

　 　 　 　 　

  い や 起 こ さ ね ば な ら ぬ 。 ま だ 間 に 合 う ぞ 。 Ｊ ２ 残 留 ！

　
が ん

　 　 　 　 　 　

ば れ レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ ！ ）

冠 マ  ッ  チ 特 別 企 画  「 メ  ッ  セ

ー
字 コ ン テ ス ト 」  優 勝 作 品 の ご 紹 介

 レ ノ フ  ァ  山 口 Ｆ Ｃ 部 門フ  ァ  ン サ ポ ー タ ー 部 門
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。
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「 西 京 シ ネ ク ラ ブ 」  （ 大

久 保 雅 子 代 表 ） は 、 ７ 日
（ 日 ）  に 「 ア プ レ ン テ ィ

ス

： ド ナ ル ド ・ ト ラ ン プ

の 創 り 方 」  （ ２ ０ ２ ４年 、 ア メ リ カ ） を 上 映 する 。 会 場 は 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） 小 ホ ール で 、 上 映 時 間 は 午 前

1 0

時 半 、 午 後 ２ 時 、 ７ 時 から の ３ 回 。　
実 業 家 で 、 第

4 5代 ・

4 7

代 ア メ リ カ 大 統 領 の ド ナル ド ・ ト ラ ン プ 。 本 作 では 、

2 0代 の ト ラ ン プ が 、

伝 説 の 弁 護 士 に 導 か れ て驚 き ょ う

愕 が く

の 変 身 を 遂 げ 、 ト ッ

バ シ 。 ト ラ ン プ 役 は 、「 ア ベ ン ジ ャ ー ズ 」 シ リー ズ で バ ッ キ ー ・ バ ー ンズ （ ウ ィ ン タ ー ・ ソ ル ジャ ー ） を 演 じ て い る セ バス チ ャ ン ・ ス タ ン 。 コ ーン 役 は 、  「 シ カ ゴ ７ 裁判 」  「 ジ ェ ン ト ル メ ン 」（ 共 に

2 0年 ） な ど の ジ ェ

レ ミ ー ・ ス ト ロ ン グ だ 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。　
「 タ イ ト ル の 『 ア プ レ

ン テ ィ ス 』 は 、 見 習 い 、新 米 の 意 味 。 鑑 賞 後 は 、ト ラ ン プ 大 統 領 に 関 す るニ ュ ー ス の 捉 え 方 が 変 わる か も し れ な い 」 と 大 久保 代 表 。

小 郡 ふ れ あ い セ ン タ ー（ 山 口 市 小 郡 下 郷 ）  で 開 かれ る 。 両 日 と も 完 全 予 約制 で 、 相 談 時 間 は １ 組

4 0

分 程 度 。 開 催 時 間 は 、 両日 と も 午 前

1 0時 か ら 午 後

４ 時 ま で で 、 各 日 ５ 組 限定 だ 。

　
遺 言 書 作 成 な ど の 生 前

対 策 は も ち ろ ん 、 い ざ 相続 が 始 ま っ た 人 も 、 相 続診 断 士 の 中 村 賢 司 さ ん に相 談 で き る 。  申 し 込 み は 、予 約 専 用 ダ イ ヤ ル  （

０ １

２ ０

－

７ ８

－

５ ４ ０ ０ 、

平 日 午 前 ９ 時 〜 午 後 ５時 ） か ら 。　 「 相 続 の 悩 み 事 は 多 岐に 亘 る た め 、  『 ど こ に 相 談す べ き か 分 か ら な い 』 とよ く 耳 に す る 。 本 相 談 会で は 、 あ ら ゆ る 悩 み に 対応 ・ ア ド バ イ ス で き る と思 う 」 と 中 村 さ ん 。

　
県 相 続 セ

ン タ ー 山 口店 に よ る
「 相 続 無 料

相 談 会 」  が 、６ 日  （ 土 ）  に山 口 ふ る さと 伝 承 総 合セ ン タ ー
（ 山 口 市 下

竪 小 路 ）  、  翌７ 日  （ 日 ）  に

西 京 シ ネ ク ラ ブ が 上 映

「 ド ナ ル ド  ・  ト ラ ン プ の 創 り 方 」７ 日

プ へ と 成 り 上 が っ て い く道 の り を 描 い て い る 。　
１ ９ ８ ０ 年 代 、

2 0代 の

ト ラ ン プ は 危 機 に ひ ん して い た 。 不 動 産 業 を 営 む父 の 会 社 が 政 府 に 訴 え られ 、 破 産 寸 前 ま で 追 い 込ま れ て い た の だ 。 そ ん な中 ト ラ ン プ は 、 悪 名 高 き凄 す ご

腕 弁 護 士 ロ イ ・ コ ー ン
と 出 会 う 。 彼 は 〝 ナ イ ーブ な お 坊 ち ゃ ん 〞 だ っ たト ラ ン プ を 気 に 入 り 、「 勝 つ た め の 三 つ の ル ール 」 を 伝 授 。 や が て ト ラン プ は 数 々 の 大 事 業 を 成功 さ せ 、 コ ー ン さ え 思 い

も よ ら な か っ た 怪 物へ と 変 貌 し て い

 

く … 。　
監 督 は 、 カ ン ヌ 国

際 映 画 祭 「 あ る 視 点部 門 」 グ ラ ン プ リ 受賞 作 「 ボ ー ダ ー

　
二

つ の 世 界 」  （ ２ ０ １８ 年 ） の ア リ ・ ア ッ

相 続 診 断 士 が 無 料 相 談 会
山 口 市 内 ２ 会 場 で６  ・  ７ 日

次 回 は 9 月 1 0 日 掲 載

︻  ﹁ 花 も め ん ﹂ 展 示 販 売 ︼

1 0月 ４ 日  （ 土 ）  ９ 時

3 0分 〜

1 5時 山 口 ふ る さ と 伝 承 総
合 セ ン タ ー み や び 館 にて 。 着 物 地 等 で 作 る ト ップ ス ・ ボ ト ム ス （ 上 着 ・ス ラ ッ ク ス ・ 作 務 衣 ） 帽子 、 エ プ ロ ン 、 袋 物 、 季節 の 小 物 ・ 飾 り ・ 暖 簾 等販 売 し ま す 。 山 口 市 シ ルバ ー 人 材 セ ン タ ー

☎
０ ８

３

－ ９ ２ ４

－ ５ ３ ９ ６

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

９ 月

1 5日

（ 月 ・ 祝 ）

1 4時
　
サ ビ エ

ル 記 念 聖 堂 （ オ ー ボ エ ）山 口 里 美 （ オ ル ガ ン ） 寺岡 恵 美

　
献 金

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－ １ ５ ４ ９

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~ ８日  ︵ 月 ︶  :

残 暑 の 花 か ご 展

　
そ し て と く ぢ 手 漉 き 和

紙 の い ろ い ろ 、 ガ ラ ス 絵三 人 展

　
菊 池 満 × 鹿 山 栄

子 × 清 水 朋 江

展
　 　

示

コ ン サ ー ト

 １ 行 記 事　 小 学 １ 年 生 か ら 大 学 生 ま で が 対 象 の 第 ４ ８ 回 ｔ ｙ ｓ 県 学 生 ピ ア ノ コ ン ク ー ル が 、 来 年 １ 月 に 開 催 。 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト を 参 照 。 応 募 は １ １ 月 ４ 日 （ 火 ） ま で 。

転 向

か ら 、 私 も そ れ 相 応 の 肉 体 の 消 耗 を 差し 出 さ な け れ ば い け な い 。 草 の 中 に 生き て い る 虫 に も だ 。 刺 さ れ ぬ た め の 衣服 等 の 防 御 は 許 さ れ る が 殺 虫 剤 な ど 使う の は 卑 怯 だ 。　
六 十 代 後 半 に な る と 虫 よ け ス プ レ ー

を 使 う よ う に な っ た 。 な に せ 草 取 り の度 に イ ラ に 刺 さ れ 虫 に 噛 ま れ 、 皮 膚 科に 駆 け 込 む よ う に な っ た 。 椿 の 葉 に 二列 に 行 儀 よ く 並 ぶ イ ラ の 子 に 容 赦 な く殺 虫 剤 を 吹 き 付 け た 。 真 っ 白 に な り むせ る ほ ど か け た 。 転 向 し た の だ 。　
七 十 代 に な る と 先 手 を 打 っ て 除 草 剤

　
六 十 代 前 半 ま で は 、 草 取

り は 一 対 一 の 勝 負 だ と 思 って い た 。 草 の 命 を 取 る の だ

を 撒 く よ う に な っ た 。　
植 物 は 、 五 億 一 千 年 前 に 緑 藻 類 か

ら 進 化 し 陸 上 に 上 が り 繁 茂 す る よ うに な っ た 。 人 類 の 歴 史 は 五 百 万 年 。一 対 一 の 勝 負 は 最 初 か ら 無 理 な のだ 。 草 取 り の 苦 痛 を 友 人 に 訴 え た ら「 草 取 り 止 め な 。 そ れ で な く と も 背中 が 曲 が っ て い る ん だ か ら 」  。 除 草剤 を 強 力 な の に 変 え た 。 激 し く 転 向し た 。　
後 期 高 齢 者 に な る と 、 木 は 剪 定 で

は な く 切 り 倒 し て い る 。 剪 定 で は すぐ に 枝 を 生 や し 木 は 復 活 す る 。 私 は衰 え る 。 転 向 し た こ と な ど 忘 れ た 。　
そ れ で も 良 心 は 生 き て い て 、 毎 朝

庭 に 一 礼 し て 、 転 向 し た こ と を 恥 じ詫 び な が ら 、 薬 剤 を ま き 散 ら し 、 枝を 切 り 倒 し 日 を 過 ご し て い る 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月 ３ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口
Ｑ . ア ル ツ ハ イ マ ー 病（ Ａ Ｄ ） の 新 し い 治 療 が開 始 さ れ て い る と 聞 き まし た 。 ど の よ う な 治 療 か教 え て く だ さ い 。Ａ .

ア ル ツ ハ イ マ ー 病

は 、 ア ミ ロ イ ド β （ Ａβ ） と 呼 ば れ る 蛋 白 質 の異 常 に よ っ て 引 き 起 こ され る と 考 え ら れ て い ます 。 正 常 な 方 で は 、 産 出さ れ た Ａ β は ば ら ば ら のま ま 脳 か ら 除 去 さ れ ま すが 、 Ａ Ｄ の 方 で は 塊 と なっ て 蓄 積 し 、 神 経 細 胞 を障 害 す る と 考 え ら れ て いま す 。　
こ の た び 開 発 さ れ た Ａ

β の 抗 体 薬 に は 、 Ａ β を減 少 さ せ Ａ Ｄ の 進 行 を 遅ら せ る こ と が 期 待 さ れ てい ま す 。　
治 療 の 適 応 は 「 Ａ Ｄ に

よ る 軽 度 認 知 障 害 ま た は軽 度 の 認 知 症 」 で 、 診 断に は Ｐ Ｅ Ｔ あ る い は 髄 液検 査 が 行 わ れ ま す 。 抗 体薬 は レ カ ネ マ ブ （ 商 品 名　
レ ケ ン ビ ） と ド ナ ネ マ

ブ （ 商 品 名

　
ケ サ ン ラ ）

で す 。 前 者 は ２ 週 間 毎 、後 者 は ４ 週 間 毎 の 点 滴 静注 を

1 8カ 月 に わ た り 行 い

ま す 。 治 療 中 は 定 期 的 にＭ Ｒ Ｉ 検 査 を 行 い 、 脳 の状 態 を 観 察 し ま す 。　
Ａ β 抗 体 薬 に よ る 治 療

の 詳 細 は 脳 神 経 内 科 、 脳神 経 外 科 の 専 門 医 に ご 相談 く だ さ い 。あ ん の 循 環 器 ・ 総 合 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－ ９ ２ ４

－ １ １ ５ １

亀 田

 秀 樹

 院 長

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


